
講師　梶山憲一氏プロフィール

講演のテーマ

· 台湾おたくの見た「台湾文化」の過去・現在・未来

「台湾おたく」というのは、1992ごろ、月刊「しにか」にエッセイを書いた時、自称したもの。その後、香港・台湾で出ている月刊誌「九十年代」に、「日本には台湾御宅がいる」との記事が掲載され、びっくりしました。アカデミックな研究者でもなく、業務上の必要からでもなく、ただただ台湾が好きだという思いから、つまり台湾おたくとして20年余り台湾をウオッチングしてきました。おたくぶりを一つ書けば、台湾映画のビデオコレクションは250本を超えています。本当に好きだからこそ、ひいきの引き倒しにはなっていないつもりです。20年間見つめてきた「現在」から、資料を読み込んで「過去」にめぐりあい、それらから「未来」を望見したいと思います。ビジネスマンにも、旅行者にも興味をもっていただけると思います。研究者が聞けば、びっくりするような大胆発言があるかも・・・？？？
プロフィール

· 梶山憲一（かじやま・けんいち）氏
· 1953年大阪生まれ。

· 1978年社会科学部卒業。在学中に、他大学の学生と文芸誌「季刊ピエロタ」(第4次)を発行、全国発売した（発売元・吟遊社）。卒業後は書籍編集者となり、主に歴史や美術に関する書籍の企画・編集に携わった（『NHK故宮博物院』全15巻など）。
· 1989年、台湾人と知り合い、台湾に関心をもつ。90年3月初めて台湾へ旅行、台湾への関心を高め、以後、台湾への旅行を重ねるとともに、日本では台湾に関する研究会などに参加する。また、雑誌等に台湾に関する記事を書くようになる。これらの記事によって日本ライターズネットワーク大賞を受賞。
· 1992年、日台の友人とともに「台湾文化研究会」を創設、機関誌「ふぉるもさ」を創刊。
· 2000年にまどか出版編集長となり、台湾関連書籍を多く刊行。03~06年には兼任で月刊「な~るほど･ザ・台湾」編集長となり、足しげく台湾へ「出勤」。06年秋からは同誌顧問として台湾へ「出張」する。


＊執筆した出版物

　『わがまま歩き台湾』（実業の日本社）、『SAPIO別冊：まるごと一冊台湾を行く』（小学館）など。

　英語からの翻訳に、メアリー･M.ロジャース著『目で見る世界の国々64：台湾』（国土社／共訳）、

　中国語からの翻訳に、阮美姝著『台湾二二八の真実』（まどか出版／共訳）などがある。
以上

